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復興の農業工学

• 上野英三郎博士
– ハチ公の飼主
– 東大農学部の教授

• 耕地整理法(1900)／耕地整
理講義(1905)

• 農業工学（農業土木）
– 食料生産の基盤整備
– 不毛な大地肥沃な農地

• 農地造成／灌漑・排水

– 農地除染

• 除染後の土地利用
– 帰村後の農村計画
– 地域創生／産業再生
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除染の工事現場 （2014.10.7 二枚橋）

飯舘村の現状
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除染終了した地区の“仮仮”置場 （2014.10.7 須萱）

飯舘村の現状
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住宅除染の工事現場 （2014.10.4 佐須）

飯舘村の現状
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飯舘村の現状
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飯舘村ーNPO法人ー大学の連携

農学生命科学研究科
（農学部）

RI施設

福島復興農業工学会議 サークル
までい

農業委員会

住民との信頼関係 7



東大農学部関係者が関与した活動
（別紙リーフレット参照）
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http://www.a.u-tokyo.ac.jp/rpjt/leaflet.html


農民自身でできる除染法の開発：農地の除染実験(2)
村民・ボランティア・東京大学農学生命科学科の協働プロジェクト

表層5cmの土壌をはぎとり、埋設する。（凍土は簡単にはぎ取れるが期間が限られる）。

除染土壌の処理

洗い流した泥水を溝に蓄積しておき、干上がった後に溝
の底と側面の土壌をサンプリングして深度別に

放射能測定した結果。

セシウムは土の中に浸みこまない

農家自身でできる農地除染法の開発
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農地の土壌放射能分析

村内20か所の農地の土壌を、深さ15㎝まで円筒状にサンプリングし、2cmごとに切断し
放射能を測定

土壌のサンプリング器具

地域の放射線・放射能の状況をつかむ
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放射線量と湛水深の時間変化 放射線量と湛水深の関係

• 水田に水を貯めておくだけで放射線減衰効果がある

• イネがセシウムを吸収しなければ、普通に水田稲作すれ
ば良い

• 雑草や野生動物対策になる

高さ1m 高さ1m 

外部被ばくを低減させる試み
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飯舘村では米の作付け禁止。実験のための作付けも認められな
かった。つくばの農研機構との研究協定により作付け実験実現

安全な食べ物を作る試み
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イノシシ・プロジェクト

 全村避難で無人となった村ではサル・イノシシ
が増えている。イノシシは農地を荒らし、農地除
染を困難にしている。チェルノブイリ後のヨー
ロッパでもイノシシの汚染は継続している。

 イノシシを捕獲、解剖。部位ごとに放射能測定。
今後継続して測定していく予定。

村民・ボランティア・東京大学農学生命科学科の
協働プロジェクト

動植物の状況をつかむ
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木材の利用のために

木材の汚染状況をつかむ
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【除染後の農地】

飯舘村松塚地区 （2015年3月）15



飯舘村松塚地区の水田

土壌サンプリング（2015年3月‐4月）
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松塚地区農地空間線量測定（2015年3月15日～4月5日）
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松塚地区農地空間線量測定（2015年3月15日～4月5日）

（メッシュは一辺20m）
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空間線量測定
土壌採取とも
2015年3月15日
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除染と客土
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【学民連携による農業再生に向けた取り組み】
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農地の除染（までい工法）

佐須 （2012.12.1） 小宮 （2013.5.18）
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イネの試験栽培 （2012年～ ）
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稲刈、コメの埋設

小宮（2013年12月1日）

佐須（2012年10月13日）前田（2012年10月）
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そして、ついに・・・

「ＪＡそうま」（福島県指定検査機関）の検査をパス
（2014年11月6日）
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その他の挑戦

省水力発電実験 さつまいもの栽培試験

村民による放射線測定
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放射線量測定
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放射線モニタの開発

GPSと線量計を内蔵し、位置と線量を自動的に
記録できる 放射線量の定点観測

気象データと線量データを
記録。
G3回線経由で定期的に

サーバーに送信。太陽光パ
ネルで電力供給

村民自身が測定し、詳細な線量マップを作
成、汚染の実態を把握する

村民・ボランティア・ 高エネルギー加速器研究機構.・東京大学の協働プロジェクト

地域の放射線・放射能の状況をつかむ

放射線量マップの作成



雨による川へセシウム
流出観測実験（宇都宮大学）

イネ・ダイズ・ソバの栽培試験
（東京大学）

見学者の案内 学会の現地見学会（土壌物理学会）
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ハウス栽培
NPO法人
都市農村交流推進センターと
協力（佐須滑）

安全な食べ物を作る試み
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小宮地区マキバ 桜の植樹 大久保金一さん宅

２０１３～１４年 代掻き除染、試験水稲栽培
２０１４年 大豆、ソバの栽培実験
２０１４年４月 桜の植樹２５０本

カタクリ群生地見学

（会員・学生１３０名参加）

生活再生の将来像を一緒に考える
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健康・医療・ケアの試み
ふくしま再生の会・健康医療ケアチーム

被害村民の医療・看護・ケア活動
医師・看護師・ソーシャルワーカー・心理カウンセラー・支援者などが訪問支援

伊達東仮設住宅 足もみ楽々クラブ

松川第一仮設住宅 医師の相談会、整体・足もみなどを計画中

健康な生活を支える仕組みを創る
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ＳＧＲＡスタディ・ツアー「飯館村へ行ってみよう」 第1回2012年10月、第2回 2013年10月

韓国、シンガポール、ノルウェイ、台湾、中国、フィリピン、スペイン、ドイツ、ハンガリー、シリア、

アメリカ、日本などの人々が訪問

長泥地区へのバリケードを視察 飯舘村３小学校の仮設校舎訪問 村民の自宅で懇談

スウェーデン災害対策調査団

スウェーデン大使館の依頼により
村内の視察をコーディネート

菅野宗夫さん宅で懇談 村民宅のイグネで放射線測定

世界へ伝える

生活再生の将来像を一緒に考える

海外メディアの反応

http://www.fukushima-saisei.jp/report/20150320/662/


２０１２年６月１０日
「飯舘村村民とふくしまの再生を語ろう」
東京・工学院大学で開催。
Ustreamで中継（延べ6,000人以上が視聴
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飯舘村の村民と都市住民をつなぐ報告会の開催

生活再生の将来像を一緒に考える



次回は東京都民との対話
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http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/edrp/fukushima/saisei/150527/shabeppe.html


農業再生に向けてー新たな挑戦ー
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河北新報
2015年4月17日



牧野放牧・牛舎

田圃放牧・牛舎

野菜・花栽培ハウス

森林再生事業

炭焼き小屋

放牧・牛舎

野菜・花栽培ハウス
滑

実験小屋・情報センター

地区の将来像を一緒に実現する
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除染後の農業をどう考えるか
• 客土後の農地再生

– 土地改良後に農地の肥沃度が失われるのは当然

– でも数年で改良技術によって農地にしてきた

– 問題は農家のやる気

• 担い手は日本農業の共通問題
– やる気のある農家にとってはこれからの農業は面白い

– 農村の古いしがらみが新しい農業の芽を阻んできた？

– しがらみが原発事故でリセットされたと考えれば新天地

– 新しい日本型農業を飯舘から始めるチャンス

• 現状では戻ってくる農家は多くない？
– 何らかの農業を応援する仕組みを作る必要がある

– 農地集積バンク制度を利用しながら企業や新規農業者を呼び込む

– 新しい農業教育コースを高校・大学に作り、全国から数名だけ推薦入学 37



夢大らかにー飯舘村村民歌

（作詞 小林金次郎 作曲 石川清）

山 美わしく 水 清らかな
その名も飯舘 わがふるさとよ
みどりの林に 小鳥は歌い
うらら春陽に さわらび萌える
あ々 われら いまこそ手と手 固くつなぎて
村を興さん 村を興さん

土 よく肥えて 人 情けある
その名も飯舘 わがふるさとよ
実りの稲田に 陽は照りはえて
続く阿武隈 山幸歌う
あ々 われら 夢大らかに ともに励みて
村を富まさん 村を富まさん
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https://www.youtube.com/watch?v=RvSclRvJHqg


まとめ－原発事故から５年－

• 未来への懸け橋
– まずは現地にみましょう

• 専門家のチームワークに期待
– 地域住民と一緒に

• 農学部への期待
– 特に学生に期待したい
– 日本の将来を見据えた視点
– 日本の教育・農業再生モデル
– 自然環境研究センターの設立

• 明るいメッセージを次世代に残したい
39
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– 認定NPO法人ふくしま再生の会
– 東京大学大学院農学生命科学研究科

• 放射性同位元素施設
• サークルまでい
• 東京大学「福島復興農業工学会議」

– 東京大学 救援・復興支援室

【謝辞】

https://www.youtube.com/watch?v=RvSclRvJHqg

